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SUDuuary 
Apothecia were produced on sd巴rotiaof Botrytis squamosa isolated from onion leaves 
under the condition of saturated moisture and low temp巴ratureat 40C. Primordium 
in fruitbody formation process occurred about 3 months after the beginning of the above 
treatment and developed into the matured apothecia 4 weeks after. Apothecia were 
grayish 01' dark bro¥叩 incolor， 2-5 mm in diameter and its stipe 3-5 mm in height. 
Asci were 8幽spored，colorless， narrow davate， and 196-259μin length and 1…14μ1n 
width. Ascospores were ellipsoidal， colorless， smooth， and 8.9 x 14.3μ1n Slze. 
As a result of morphological observation of fruitbody， the isolated fungus is considered 
to be identical with Bollyotinia sqllamosa VIENNO下 BOURGINas pe1'fect stage of Botlytis 
sqllamosa. 
緒昌
Botrytis squamosaの完全時代である子のう般の形成に関しては Cronshey(1964)31， Viennot-
Bourgin (1953)81， Mclean (1960)61 ;h'よび Bergquist(1968， 1972)ら刊によって報告されてい
るが，それらによると，繭核からの子のう盤形成には光の照射，変撮，交配などの処理が必要で
であるとしている.これに対して，者:者らはタマネギ、から分離した Botrytissquamosaの地養菌
核を湿った砂の上IC;h'き，低温状態に放置することにより，多数の子のう殺が菌絞とに形成され
ることを認めた.そこで，本磁の予のう盤形成過程を経u寺的l乙観察したので，その結来について
報告するとともに， l!;E伎のの事長J告を参照して本l:tfの同定を行なった.
実験材料および方法
本実験lζ供:試した Botryti・ssquamosα は佐賀県杵島郡白石町，杵島郡19.明1I汀bよび佐賀郡)1副
佐賀大学農学部位物約Z泉学教室 業車道 第9サ
本論文の婆貯は昭和49年10月8日日本純物病理学会九州部会で発表した.
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rnrのタマネギj主総地から分離された当教安保有qお No.l~3，ふ、よび兵Jfll県南淡 rnrのタマネギぷ11死
架から分離された放(松尾絞男氏からの分譲l:if)である.これらの}誌をf(H:f1!i JIl m H5鈴主!?投?ト;ぶ天
h地 (PSA)上で， 20oC，1カ月間椛議することによって1!)¥られたi滋核を， IN具gから総ぎ取り，こ
れを流水でよく洗i($した砂の上にかさ，泌さ言状態として， 40Cのガラス張り低担保存採に保った.
この方法でIMi核上に形成された子のう披の成熟逃f!ilを観察すると同時に， FAAの No.2 Y夜で
悶:返した後， ?言法により， 15~20μ の:lli続切片として， フェニーノレアニリンで染色を行ない，
内部構造の変化を観察した.な;b、，子のう盤の形成過程の模式図は Mclaughlim5)に準じて作図
した (Fig.1).すなわち， stage P は繭核が発芽して，子のう盤m!~ (関柄)が現われる1年期，
益基
Slagc P Stagc 1 Stagc Il Stagc III Stagc IV 
Fig. 1. Schcmatic diagrams 01' stagcs 01' fruiLbody c1cvclopment il Bolり'otiniasqllalllosa. 
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stage 1は予のう撤飯器の先端がいくらかILJ~去をむび， その大きさが 1~2 111111の時期， stage I 
は磁柄の先端が stage1よりさらに膨らみを般びて盤状となり，その内音IIK子・のうの形成が始ま
る1;¥，JDJ， stage mはその膨らみがさらに増大して，子のう;機となり，その内部に子のうふ、よび子
のう胞子が形成される時期， stage 1V l'i子のう離が完成してキノコ状となり， 子のう胞子がJI~
Ilxし始める時期， stage V は成熟した子のう胞子のJI~散が機んに行なわれ，そのあと子のう
泌んで，枯死lζ透るまでの時期とした.1:結i好奇とヲこのう盤の伸長度はl!si核1:(ζ子のう般原基が形成
された後，絞1寺的にj!siおなと予のう般の高さをiJ特定することによって示した.さらに，成熟した臨
核の大きさ， j潟柄の高さ，子のう擦の遮筏子のう及び子のう胞子の大きさについて計ー測し，ま
た，これらの各器官の形状について綴擦を行ない，文献上の記載と比較した6，S)
結 果
1. 予のう般形成過経について
1午後菌絞 (Plate1-2)を湿っ?と砂のとにふ、き， 40C のガラス綬り低担保容器1¥に約3カ月置く
と，閣核の表Tliilζ子のう盤の原法 (primordium) が多数形成され (stageP， Plate 1-4， Plate 
I…1)， 2:ilM 1113ミにはがi耐の先端が)膨らみ，量生状を笠してきた (stage!， !I， Plate 1-5， Plate I -2). 
さらに，約 2 週間絞っと，灰 ì<}~色の子のう J!I:f.の形成がみられ，その上に 8fliJの無色の子のう胞子
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を有するヲこのうが認められた (stageUI， Plate 1-3， 5， Plate II-3).さらに， 1カ月経っと，予の
う殺は成熟して聞き，子のう胞子の放1がみられた (stage1V， V， Plate II-4). 
2. 40C 1ごにbける閣制と子のう識のやIlj美皮
!窓核上l乙原i&が形成された後， 50倒の原基を選び， 7， 13， 23， 27日自にI翁柄と子のう般の高
さを泌定し，その平均伎をもって表わした結果が Fig.2である. 13日目までは磁柄は徐々に，
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Fig. 2. Rate of fruitbody d巴velopmentat 40C 
その後の2週間の開は急速に伸長するのがみられた.その後は菌柄の伸長は止まって，子のう盤
は成熟過程にはいった.原基の形成が始まってから 2カ月後に，子のう胞子は成熟し，飛散が始
まった.胞子が飛散した後，子のう盤はしぼんで枯死した.
3. 子実体の形状
本簡を PSA培地上l乙J台、養して形成される1巡核は黒色で，その火きさは 1mmから 6mm;iで
あり，均一で‘はなかった (Plate1-2). rt-i柄の高さも，一定でなく， 2mmから 5mmで， ζの上
l乙形成される子のう盤は灰溺色ないし精褐色を呈し， i度筏は 2mmから 5mmであった.子のう
は 1![H~ ， .民梅線状で，長さが196pから 259μ，巾が 1μ から 14pであり，その"t'rc 8偲の，銀色
の子のう胞子を含み， その長経の平均は 14.3μ，短径の平均は 8.9f1であった.側糸の巾は 3f1
から 5ftであった.
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Table I. Morphological comparison ofthe apothecial stage of Bolりlissq問問osawith literatures 
Reporter 
Size of organs 
Viennot刷.Bourgin McIean Tanaka and Nonaka 
Sclerotium 0.5-3.0 mm 1.0-5.0mm 1.0…6.0mm 
Stipe 4mm 2.0-5.0 mm 
Pileus 3.0-5.0 mm 3.0-4.0 mm 2.0-5.0 mm 
Ascus 90 f1 162.5-200 x 13.8-16.5μ 196-259x 11-14μ 
Ascospore 11.17-8.11μ 15.0-17.5 x 10.0-12.5μ 8.9x 14.3μ 
考察
タマネギ栽i者地から分離された Botrytissquamosaの以:養議核を滋った砂の上lとふ、き，淑安状
態として 40Crc保っと， 約3カ月後iと繍核から子のう盤の開基が形成されたので，本実験では
経!時的lと子のう盤の形態について観察を行なった.yltf核は低温仁多淑状態、lとま泣くと，発芽して
!反基 (primordium)となり， とれが伸長してjltf柄となる. 繭柄の先端がl膨らみを帯びてくると，
繭柄の伸長も平くなり，先端の膨らみは子のう離に発達する.隊基のH:l現から子のう盤の成熟ま
での期間は約4週間であった.本磁の形態について測定を行なった結果， i!sj核の大きさは 1-
6mm，議j;阪のi認さは 2-5mm，子のう盤の寵径は 2-5mm，予のうの大きさは 196-259x 11-14/1， 
子のう胞子の大きさは 8.9x14.3μ であった.Viennot-Bourginは Botηtissquαmosaの完全時
代を Bottツotiniasquamosαとし，その版記載によれば， i紫波の大きさは 0.5-3mm，繭柄の高さ
は4mm，子のう盤の直径は 3-5mm，子のうの大きさは 90μ，子のう胞子の大きさは 11-8μ とな
ってなり，また， Mclean (1960)によれば菌核の大きさは 1-5mm，子のう盤の誼径は 3-4mm，
子のうの大きさは 162.5-200x 13.8-16.5μ，子のう胞子の大きさは 15.0-17.5x 10.0-12.5μ 
となっている (Tab!e1).本実験にふ、ける測定結巣を ζれらの報告と比較すると，子のうの大き
さの点で Viennot-Bourginの記載と奥なるが， その他の点では一致している. ζのととから本
商 Botrytissquamosα は完全i時代の BotryotiniasquαmosαVIENNOT-BOURGINと閥-l!sjであると
考えられる.
摘 要
Botrytis squamosaの子のう擦は培養菌核を多湿，低温 (40C)下に置くことにより形成された.
子のう豊富の原基はζの条件下で約3カ月自に形成され，原義形成後4週間で子のう盤は成熟した.
本菌の子のう擦は灰褐色ないし階褐色で，直径は 2-5mm，磁柄の長さは 3-5mmであった.予
のうは無色で，その中iと81間の子のう胞子を含み，長さは 196-259μ，巾は 11-14μ であり，子
のう胞子は銀色，梼円形で，その大きさは 8.9x14.3μ であった.これら子実体の形態的観察の
結果から，本繭 Botrytissquamosa W ALKER は完全時代の Botryotiniα squamosaVIENNOT-
BOURGINと一致した.
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Explanation of plate 1 
Apothccia formation process of Botryotinia squamosa 
1; Onion leaves inoculated with Botrγtis squamosa 
2; Sclerotia formed on PSA. 
3: Ascus containing ascospores. 
4; Apothecial initials arising from sclerotia on sand culture. 
5; Maturc apothccia. 
Plate 1 
Explanation of plate II 
Apothecia formation process of Bollyotinia squamosa 
1 ; Primordium 
3; 恥1atureapothecia 
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